
要
す
る
は
此
の
地
方
の
竹
材
の
利
用
は

一
つ
は
前
記

の
自
家
用
と
し
て
の
家
庭
手
工
業
晶
を
得
'

一
つ
は
小

野

･
諏
訪
等
の
竹
姫
の
乏
し
い
地
方
に
僅
か
の
市
場
を

求
ひ
る
の
襟
度
で
十
分
で

は
あ

る
ま
い
か
と
m
心考
す

ら
.
而
し
て
要
n
に
荒
廃
せ
ん
と
す
る
此
の
地
方
幾
多

の
竹
薮
を
し
て
､
よ
-
そ
の
地
糊
的
事
情
を
明
ら
か
ほ

し
以
て
更
生
の
域
に
連
せ
し
め
ん
と
す
る
も
現
下
農
村

の

1
課
題
で
は
夜
か
ら
う
か
.

-
)
九
三
四
エ
‡
T
I

紋
(九
)(四
)に
同
じ

三
二
貢

(
1
0
)(掴
)に
同
じ

三
四
寅

備

後

の

名

勝

下

面

輝

峡

(

二

)

叫

の
づ
ゞ
き

猿
飛
岩
｡
前
者
の
誼
-
る
所
に
在
与
.
河
中
岩
骨
稜

稜
露
出
し
拓
に
数
個
の
立
岩
鮎
々
渡
渉
に
便
在
る
も
の

あ
カ
P
猿
之
を
飛
び
川
を
越
ゆ
る
は
図
･q
名
づ
く
｡
是

又
河
床
の

.i
勝
嘉
を
-
｡

黒
岩
城
鮎
｡
前
者
を
去
る
少
許
右
岸
の
苗
姦
上
に
在

少
｡
平
坦
面
は
城
罪
の
跡
春
L
p
附
近
ほ
練
武
の
弓
場

馬
場
等
あ
少
'
硝
水
涯
は
水
吸
場
馬
洗
場
及
鍬
納
場
等

術
後

の
名
勝
下
帝
粋
眺

青

野

益

見

坤

あ
タ
で
も
多
-
の
史
跡
を
口
碑
に
留
ひ
る
79
'
良
寛
の

明
か
を
ら
ざ
る
を
憾
む
｡

蜂
の
子
寝
｡
前
者
よ
さ
少
許
の
左
岸
屈
曲
部
に
直
立

す
る
尖
峰
'
陀
壁
直
下
官
駄
犬
.
帽
亦
之
に
適
ふ
'
壁

頚
枚
其
他
の
純
樹
繁
み
'
岩
両
の
中
央
に
斜
は

1
の
長

裂
醇
横
は
-1
､
異
相
つ
げ
等
之
に
沿
払
散
黙
し
之
を
彩

れ
る
あ
わ
0
岩
脚
の
水
涯
に
接
す
る
朗
､
幾
多
の
轡
曲

穿
孔
あ
ヵ
t
rJ
J
に
蜂
の
子
の
深
淵
を
偶

へ
て
水
鏡
を

究

六
九



地

球

節

二
十
二
番

な
し
､
巌
壁
及
緑
樹
之
に
投
影
L
p
安
は
晩
の
1
大
偉

観
ね
-
.

泉
新
曲
峡
の
概
括
｡
以
上
堰
堤
よ
-
峰
の
手
練
に
至

る
牛
指
図
の
曲
峡
は
'
両
岸
悉
-
絶
壁
所
謂
異
峡
を
を

し
て
'
岩
壁
及
之
を
彩
る
森
林
菜
の
優
在
る
も
の
連
縛

し
､
河
床
又
洗
-
淀
蝕
rbれ
て
多
-
の
淵
僻
を
形
成
し
､

淵
は
水
涯
哲
人
穿
孔
状
の
奇
観
あ
･JI
O
峡
壁
及
河
床
に

は
洞
婿
の
春
す
る
79
の
多
-
｡
崖

頭
に
は
朗
々
古
城
蝕

の
饗
ゆ
る
JC
の
あ
う
.
峡
谷
美
の
質
と
畳
と
は
於
で
は

賓
に
蚤
峡
中
第

一
位
を
占
む
.
其
前
車
に
於
で
改
構
､

崩
場
､
六
郎
谷
の
渚
藻
｡
扇
場
.
晴
浮
'
鳥
が
樋
の
諸

淵
.
立
石
､
月
芋
の
卒
及
黒
岩
の
諸
城
虻
｡
南
牧
の
石

門
等
は
其
様
式
的
の
79
の
夜
･cl｡
其
後
年
は
於
で
は
花

田
狗
賓
､
土
原
､
蜂
の
子
の
譜
森
｡
花
固
ヤ
マ
'
荒
瀬

洞
緒
'
長

が
淵
等
は
其
様
式
的
の
も
の
は
属
す
｡

q

永
新
ア

ル

プ
ス
.
rJ
は
永
新
曲
峡
の
東
方
に
馬
脊
地

を
夜
す
連
嶺
の
紙
箱
ほ
て
､

小
峯
相
並
び
之
を
聯
取

る
に
小
雀
あ
ヵ
て
各
峰
に
達
し
得
｡
瞥
蒼
た
る
於
樹
を

割
綴
す
る
は
異
相
紅
某
の
美
を
以
て
L
p
春
秋
の
美
観

賂

1
折

吾

七
〇

は
一
幅
の
活
固
董
た
み
.
之
等
の
岩
上
は
箕
据
し
放
降

せ
ば
､
封
岸
の
殿
横
屋
敷
.
立
石
練
､
月
字
の
平
城
故
.

再
按
.
霧
降
瀧
､
呼
岩
､
花
面
狗
賓
練
等
数
多
の
勝
景

は
t
rJ
れ
皆
指
呼
の
間
に
在
タ
｡
又
帝
梓
川
は
此
ア
ル

プ
ス
の
酉
麓
を
搾
み
て
曲
流
し
､
裳
々
光
る
水
琴
は
山

谷
に
響

き
波
力
､
賓
に
眺
望
絶
佳
峡
中
観
望
の

一
大
中

心
た
み
｡こ

永
新
の
直
峡

中
部
S
b直
線
峡
谷
に
で
､
蜂
の
子
練
の
益
-
る
朗
よ

～,>
江
華
は
至
る
'
長
n

二

〇
〇
兼

(十

町
)
あ
～T
､

些

二
〇
度
兼
-
南
三
〇
度
兼

の
走
向
を
取
る
｡
岩
屋
谷

川
は
酉
よ
み
其
中
央
に
流
れ
込
む
､
此
の
地
瓢
の
北
牛

は
鼎
皆
の
峡
谷
を
覆
す
79
､
商
卒
は
Ⅴ
字
谷
開
-
｡

ィ

､
北

牛

河
床
は
流

れ
経

か
在
る
が

.

所
々
互
岩
の
梼
は
る
も

の
多
L
t
峡
呼
亦
所
々
に
洞
窟
の
存
在
を
見
る
｡

岩
屋
谷
川
の
峡
谷
(岩
屋
峡
谷
)
｡
岩
尾
谷
朴
は
源
を

永
涯
村
の
和
田
万
両
は
馨
し
東
流
帝
梓
川
に
注
ぐ
.
疏

水
は
多
か
ら
ざ
る
も
､
川
口
よ
少
八
〇
〇
米
(
七
町
)間



は
晃
の
峡
谷
を
な
す
､
両
岸
は
創
立
の
石
衣
岩
壁
に

てp

河
床
亦
石
衣
盤
岩
た
み
､
樹
木
は
瞥
蒼
と
し
て
峡
上
を

覆
以
塞
荷
階
き
研
多

し
.
川
口
を
西
進
せ
ば
漸
次
峡
谷

の
幅
を
減
じ
唖
釜
に
至
る
'
乙
は
流
水
が
盤
岩
を
接
触

し
て
作
成
せ
る
瀧
藷
ほ
て
'
直
程

玉
｡玉
来
の
固
形
を

覆
し
頗
る
奇
覚
を
量
す
｡
之
に
接
し
高
n

一
光
飴
の
瀧

懸
る
'
湛
水
奔
騰
瀧
轟
に
入
る
｡
こ
れ
よ
カ
七
光
を
隔

て
小
釜
あ
･q
.
直
径
二
･七
光
'
前
者
と
同

一
の
瀧
尭
ほ

て
'
之
に
接
し
亦
小
瀧
懸
る
｡
rJ
れ
よ
卓

二

〇
米
問
は

流路
迂
飴
曲
折
す
る
も
､
其
間
更
に
多
-
の
小
瀧
及
び

瀧
轟
の
存
在
を
見
る
｡
要
之
此
地
域
は
各
種
の
小
瀧
瀧

壷
存
し
千
麹
菌
化
の
幽
損
ね
ヵ
｡
次
は
谷
開
き
Ⅴ
字
形

を
覆
す
fJ
と

二

〇
米
､
帯
び
異
峡
を
形
成
す

.
其
努

Ta
Fに
於
で
瀧
虎
雄
釜
あ
ヵ
.
長
雀
九
米
､
知
桜
七
光
.

洗
苫

四
｡玉
来
に
逢
す
､
紺
碧
の
水
練
樹
に
覆
は
れ
で

愈

々
常
-
懐
恰
刺
を
塞
ふ
す
｡
之
に
按
す
る
腰
湛
高
さ

1
米
飴
壮
観
を
量
す
｡
rJ
れ
よ
卓

二

米
間
は
隔

7
米

の
峡
谷
を
覆
し
.
鼓
に
S
字
轡
曲
形
の
正
面
曝
懸
る
.

高
n
六
米
頗
る
豪
岩
を
極
ひ
｡
要
之
此
後
地
域
三
三

〇

備
後
の
名
勝
下
仰
砕
峡

米
間
は
晃
峡

を

覆

し

亦
小
瀧
及
瀧
壷
等
の
奇
勝
絞
出

す
｡
此
前
後
の
爾
峡
谷
は
岩
屋
谷
川
下
流
の
洞
演
が
永

年
問
に
天
井
を
墜
落
せ
し
め
て
生
成
せ
し
も
の
ほ
て
.

南
岸
及
河
床
の
勝
景
は
仝
-
洞
麓
の
そ

れ

と

同

一
を

与
｡
昔
時
八
〇
〇
米
の
長
洞
窟
今
や
梅
を
乗
ら
ず
し
て

鋸
質
し
縛
る
便
あ
ヵ
t
n
れ
ど
道
を
き
用
地
索
の
設
備

を
要
す
る
朗
あ
ヵ
｡
前
峡
は
名
勝
置
光
る
の
償
催
充
分

を
カ
と
範
ひ
｡

p
t
歯

車

此
Ⅴ
字
谷
の
峡
呼
に
は
緑
樹
茂
力
洞
残
亦
多
-
'
所

謂
地
下
美
伏
在
の
震
域
む
な
し
.
河
床
に
は
朗
々
促
淵

の
幽
頃
あ
わ
｡

あ
ま
Tlう

天

川

洞

濃
O
岩
屋
谷
川
の
口
よ
み
南
方
三
宮
米
を
隔

て
帝
梓
川
の
右
岸
天
川
に
我
ら
｡
低
次
在
る
入
口
を
西

進
す
る
少
許
､
硲
魚
た
る
虞
場
は
逢
す
､
乙
は
長
-
舵

西
に
延
ぶ
る
も
傾
斜
極
め
て
按
を
-
､
幅
約
四
五
米
高

さ
六
七
米
あ
ヵ
t

rJ
れ
大
洞
道
ほ
て
.
仰
げ
ば
高

さ
天

井
に
は
白
色
大
藩
の
長
-
懸
れ
る
如

き
あ
わ
'
或

は
大

小
無
数
の
鍾
乳
石
垂
下
し
､
龍
巷
氷

杜
乳
房
傘
状
を
な

空

七
l



地

球

特

二
十
二
懲

せ
る
あ
･Jl
t
或
は
詐
収
の
経
に
懸
る
如

き
あ
タ
'
或
は

昧
々
祁
癒
介
し
て

一
札
と
な
れ
る
あ
-
て
'
千
倍
溝
状

形
容
す
べ
か
ら
ず
｡
眼
を
樽
じ
側
壁
を
義

へ
ば
､
純
白

第
五

間

天

川

洞

内

部

棚
を
な
す
桝
あ
タ
､
rJ
J
に
.S
椛
筋
-
大
井
に
池
在
る

も
の
'
人
前
笛
の
雄
･:<
せ
る
も
の
'
綾
小
に
し
て
総
社

形
を
1な
す
も
の
あ
-
て
'
竹
薮
秋
の
川
を
聯
想
せ
L
U
｡

戊
は
紳
棚
仰
壇
に
似
た
る
も
の
'

或

は
婦
人
の
追
脚
に

赦
す
る
も
の
'
ポ
次
雄
の
球
形
岩
田
に
沈
澱
せ
る
南
瓜

●

辞

1
枚

空

七
二

岩
あ
ら
'
何
太
鼓
岩
冠
岩
等
彫
多
の
奇
形
美
観
を
具
す
｡

又
側
鳩
に
は
救
段
水
他
の
痕
跡
を
謹

む

べ
き

朗
あ
･a

て
'
水
先
の
串
化
と
洞
窟
の
泣
蝕
と
聖
不
す
｡
次
に
洞

底
を
見
る
ほ
､
砂
確
の
沈
桃
す
る
rJ
と
金
-
河
底
に
典

な
ら
ざ
る
79
の
あ
さ
'
足
れ
地
下
水
の
運
び
凍
少
し
も

の
在
る
聖
不
す
.
大
洞
道
の
未
に
近
3
'狭
路
を
昇
み
史

に
降
れ
ば
亦

一
の
旗
揚
に
出
づ
'
之
れ
亦
奇
形
の
細
乳

石
懸
下
す
る
も
の
移
多
な
み
'
洞
は
何
方
ーこ
向
っ
て
閑

-
も
大
な
ら
ず
､
共
帖
二
三
米
高
さ
四
五
米
'
之
れ
小

洞
逆
を
タ
｡
之
に
骨

す
る
洞
逆
の
西
南
に
開
け
る
も
の

を
進
め
ば
､
天
井
に
氷
柱
の
如

き
舛
乳
石
移
多
羅
列
し

て
紙
幣
に
梱
る
る
を
党
ゆ
､
其

洞
底
に
は
磯
及
水
溶
を

見
､
蓬
に
前
の
大
桐
正
に
出
で
環
状
を
を
す
rJ
と
を
知

る
｡
史
に
小
洞
逆
を
進
め
ば
'
精
冷
在
る
地
下
水
沼
々

流
れ
て
川
を
な
し
洞
中
の
ド
リ
ー
ネ
ほ
入
る
ほ
介

ふ
｡

洞
〓
よ
む
大
綱
逆
を
乍
進
し
て
小
洞
逆
に
人
身
此

ド
リ

ー
ネ
に
よ
る
距
離
:,;
八
十
米
あ
-

｡
乙
＼
ほ
低
さ
新
河

道
と
高
さ
懲
水
路
と
制
令
す
る
あ
-
｡
前
者
は
十
五
米

の
聞
清
水
を
縦

へ
,%
を
な
す
所
あ
タ
'
其
窮
ま
る
朗
に



水
沫
あ
-
､
湧
水
逃
出
穴
を
廃
し
渦
状
を
覆
す
｡
後
者

を
上
進
せ
ば
Ti地
は
懸
梶
の
跡
数
所
と
､
瀧
壷
観
衆
数
個

並
は
人
面
側
示
状
の
奇
岩
と
教
範
む
｡
ド
リ
ー
ネ
所
在

地
よ
-
fJ
J
を
通
わ
五
十
米
進
め
ば
洞
内

の
澱
高
所
に

連
す
｡仰
げ
ば
白
熱
彫
刻
の
大
天
井
高
-
懸
る
十
飴
米
'

撤
下
せ
ば
下
方
情
熱
鯉
は
轟
々
た
る
水
撃
を
開
-
.
冒

険
鋼
灘
に
よ
-
懸
崖
十
三
兼
を
下
か
見
れ
ば
､
天
川
奥

洞
の
地
下
河
流
を
カ
｡
其
幅
焼
き
所
六
米
､
長
里

1十

八
米
の
間
､

固
灘
河
底
に
鼎
積
す
.

衣
を
掲
げ
鋸
の

如

き
満
期
の
水
に
足
を
浸
し
て
上
る
'
低
さ

一
大
天
井

に
過
ふ
｡
辛
う
じ
て
水
中
を
倒
旬
し
漸
-
ほ
し
で
一
大

頗
場
は
出
づ
､
天
井
に
は
大
南
な
が
ら
の
鍾
乳
石
垂
下

し
て

一
大
美
観
を
量
す
､
餌
場
の
露
-
る
所
､
大
天
井

岩

河水
と
朝
食
L
t
乙
ゝ
ほ
亦
湧
水
の
蓮
田
を
見
る
｡

此
水
源
は
幅
三
光
､
磯
岩
之
は
満
つ
.
rb
れ
ば
乙
を

二

二
米
掘
下
げ
進
め
ば
又
大
鹿
場
に
田
で
愈
々
水
源
を
探

究
し
得
べ
き
が
如
し
｡
奥
洞
の
河
水
は
又

一
の
ド
-
-

ネ
ほ
流
れ
込
み
､
前
記
新
河
道
の
水
源
を
か･6す
.
此
洞

窟
は
賓
測
の
長
二
百
七
十

一
米
､
今
や
帝
梓
峡
中
筋

一

備
後
の
名
跡
下
砕
押
峡

の
長
n
と
美
靭
と
を
有
し
ー
洞
内
環
状
を
を
す
朗
あ
カ
ー

塵
乳
石
石
筒
其
他
太
鼓
岩
冠
岩
等
移
多
地
下
英
の
存
在

す
る
の
み
在
ら
ず
'
地
下
流
現
存
し
其
襲
蓮
の
跡
を
尋

拍
る
好
個
の
資
料
と
し
て
債
値
甚
大
在
る
も
の
を
み
｡

息
ふ
ほ
此
洞
窟
の
方
向
は
帝
梓
川
の
方
向
と
晴
々

一
致

し
､
之
に
平
行
し
､
地
下
流
の
水
源
は
頗
る
帝
梓
川
に

接
近
し
､
其
水
両
と
略
々
同

一
の
高
さ
に
あ
る
の
戚
あ

わ
｡
且
河
底
の
圃
磯
が
帝
梓
川
の
も
の
と
典
ら
ざ
る
鮎

よ
タ
推
考
せ
ば
恐
-
は
其
水
源
は
砕
梓
川
の
右
瑞
に
あ

ら
ん
か
'
若
し
不
蝕
岩
屋
谷
川
の
下
流
に
あ
ら
ん
｡

大
谷
洞
.
前
者
の
南
方
少
許
は
在
み
､
石
衣
大
岩
壁

の
砥
部
は
洞
口
を
開
-
､
大
石
杜
数
個
聯
列
し
'
天
井

高
-
快
活
は
願
る
美
観
を
農
す
｡
口
内
は
三
洞
に
分
れ
､

最
長
二
十
米
に
蓮
す
｡
岩
壁
の
南
部
に
は
更
に
他
の
洞

口
を
開

き
､
宛
炊
…階
上
の
窓
に
赦
し
､
金
外
観
は
爾
階

洋
館
の
大
底
を
聯
忽
せ
L
U
｡

り
タ
デ
淵
｡
前
者
よ
･EL
一
〇
〇
米
に
在
み
'
長
n
三

六
米
.
幡
七
光
､
慌
n
九
米
､
淵
上
に
宜
岩
蟹
立
し
て

樽
ね
懐
倍
を
加
ふ
0

望

七
三



地

球

節
二
十
二
怨

青
木
淵
｡
前
者
よ
う
二

〇
米
を
隔
つ
'
長
さ
七
二

米
､
幅
七
光
p
抹
さ
七
米
､
其
の
大
芸
道
に
前
者
を
凌

ぐ
○東

新
直
峡
の
概
括
.
河
床
の
宜
岩
深
淵
の
勝
景
に
配

す
る
に
峡
中
洞
盾
の
地
下
美
を
以
て
し
､
天
川
洞
窟
の

如
in,辞
揮
金
峡
中
の
白
眉
在
る
も
の
あ
み
｡
叉
岩
屋
谷

川
峡

谷
の
如

き
其
成
因
が
金
-
長
大
洞
窟
の
天
井
墜
落

は
よ
る
通
例
堅
印
す
も
の
あ
わ
で
'
斯
畢
上
幾
多
の
研

究
資
料
を
具
備
す
る
登
城
た
ヵ
｡

三

横
尾
の
曲
峡

此
曲
峡
は
二
に
分
ち
'
初
の
小
盆
地
と
次
の
最
峡
と

は
大
部
を
占
め
p
経
の
小
部
は
亦
小
盆
地
を
な
す
､
即

ち
爾
盆
地
の
間
に
炭
焼
を
挟
む
地
域
た
み
｡
前
者
は
其

長

一
四

〇
〇
米

(
l
三
町
)
ほ
て
､
初
は
南
三
〇
度
兼

-
北
三

〇
度
尭
'
終
は
北
六
〇
鹿
西
-
甫
六
〇
度
兼
の

走
向
を
取
る
p
後
者
は
共
晶

四
五
〇
米

(
四
町
)
に
過

ぎ
ず
｡

日
比
須
盆
地
｡
川
の
屈
曲
部
に
開
展
す
る
長
騰
閲
の

地
'
底
部
の
河
床
に
は
渦
の
舞
及
車
洗
の
二
淵
あ
わ
､

1

第

1
腕

畠

七
四

夫
々
名
賓
共
に
具
は
る
あ
-
｡
又
左
右
耐
岩
に
接
す
る

河
成
段
丘
の
澗
田
化
せ
る
も
の
あ
ヵ
｡
繭
左
岸
に
は
畑

地
及
茅
屋
存
し
､
大
官
の
面
影
を
停
ふ
'U
要
之
解
熱
且

満
開
幽
趣
は
富
む
別
仙
郷
'
探
勝
者
休
息
の
澱
適
所
ほ

て
.名
勝
三
段
峡
餅
の
木
盆
地
に
穿
舘
た
る
79
の
あ
ら
.

日
比
須
弘
法
鯨
o
左
岸
は
饗
立
し
弘
法
大
師
&
.配
る

故
に
名
づ
-
｡
高
さ

1
1
0
米
'幅

l
五
〇
米
に
達
す
｡

其
容
姿
園
捕
優
美
岩
両
精
糖
潔
白
'
苑
熱
昇
仙
峡
の
覚

同
峰
を
観
る
の
戚
あ
-
七
㌧
金
峡
中
節

l
位
の
圃
峰
を

な
す
｡
練
樹
は
其
頂
戴
及
麓
部
に
繁
茂
し
中
部
に
斜
に

生
育
し
て
頂
麓
の
そ
れ
と
相
違
冷
せ
る
あ
ヵ
｡
岩
壁
面

に
は
此
の
斜
生
樹
と
相
並
び
長
さ
樋
の
斜
に
奇
形
.警

僅

す
る
も
の
あ
･a
t
之
と
反
封
側
の
白
岩
壁
に
石
衣
洞
三

個
相
接
す
る
あ
ヵ
､
何
れ
も
傾
斜
面
に
穿
た
れ
其
奥
に

達
し
得
.
其
長
さ
は
十
飴
米
乃
至
三
十
飴
米
は
過
ぎ
ざ

る
も
'
其
最
上
の
も
の
は
比
較
的
原
形
を
保
挿
す
'
乗

燭
進
入
せ
ば
､
石
柱
並
列
の
磨
場
あ
-
､
fJ
を
過
ぎ
狭

路
を
進
め
ば
覇
び
頗
場
と
改
み
､
天
井
に
鐘
､
拡
藍
､

洞
底
に
創
'
墓
石
'
洞
側
に
塑
像
人
骨
等
の
奇
形
を
を



せ
る
も
の
称
L
t

1.
火
偉
観
を
=

t1.す
.
此
等
の
洞
帯
は

嘗
て
此
剛
峰
上
の
流
水
､
ポ
次
岩

の
裂
俳
を
溶
徹
し
去

み
て
作
成
せ
し
も
の
､
(･
や
水
線
洞
糾
し
て
現
状
を
を

す
｡
共
封
･:Li
と
の
川
に
ヲ
マ
ツ
淵
あ
わ
､
長
ru
闇
正
米
'

帖

二

米
'
托
さ

-I
C
米
の
封
印
を
な
す
｡

フ
サ
ゲ
淵
｡
前
脚
を
去
る
少
詐
深
-
右
…川
に
増
大
し

1
人
1+日
脚
h
Ilな
す
'
淵
上
目
岩
の
断
脂
に
は
多
-
縦
走

の
裂
船
祁
並
列
し
､
其
末

端
に
接
す
る
所
､
流
水
の
泣

付
を
受
け
数
個
の
洞
鐘
状
の
市
税
を

=

Ttす

る
も

の
あ

-
t
は
耕
具
ヒ
>
.I装
伸
し
虹
に
幽
逆
と
森
腿
と
h
.加
ふ
｡

長
n
三
六
米
､
帖

二

光
､
沌
n
一
四
米
｡

ひihソ

大
聖

淵
D

前
者
よ
-
四
･U
米
を
下
み
た
…'il
に
偏
粧

す
､
よ
-
前
者
に
似
て
水
+.%
哲
人
史
に
粍
-
'
岩
碓

牌

ーこ
験
洋
の
怪
状
を
な
す
｡
長
n

一
入
米
'
帖
五
･五
兆
'

深
n
Tニ
米
'
下
る
少
許
に
し
て
黒
潮
あ
さ
､
LT
水
i
=
々

済
々
矢
の
如
-
流
れ
去
夕

奔
騰
肝
親
を
日

.1す
｡

樫
尾
な
｡
高
さ

‥
二
り
米
､
帖

一
c
c
米
､
仰
げ
ば
旗

大
な
る
帖
i>:断
･:川
内
の
中
火
に
縦
の
e
fあ
少
､
之
に
刷

以
｡:;
樹
の
茂
れ
る
セ
見
る
'
又
n
両
に
は
何
々
長
州
及

備

後

の

翁

豚
ド

呼
称
映

つ
げ
の
散
放
せ
る
も
の
あ
-
て
叩
浦
を
破
る
｡
水
推
又

流
水
の
tJ
突
と
受
け
稚
さ
剖
入
軒

l作
-
'
操
淵
を
形
成

し
抹
藍
の
砂
渡
淵
を
鵬
ふ
'
共
立
r二
二

C束
､
帖
九

米
t
X
第

一
導
水
桁
は
腰
化
緑
の
中
腹
に
兜
し
'
山
水

及
人
工
美
の
秀
=･4.3
-
桝
に
利
脅

す
｡

第

)
導
水
橋
.
導
水
橋
二
あ
少
､
何
れ
も
苛
水
川
笹

第
六

日

導

水

橋

柁
堰
雌
よ
-
樺
は
ほ
て
本
水
逆
に
介
す
る
支
水
道
に
兜

心
:i

ヒ
丘



地

球

節

二
十
二
懲

す
る
も
の
に
屈
す
｡
節

1
導
水
橋
は
砕
相
川
を
構
ぎ
み

て
'
弧
状
の
銭
桁
を
没
け
'
炎
上
は
帖
二
･四
米
'
派
ru

一
･五
米

の
銘
水
.'S
fを
成
せ
櫓
花
組
恕
…川
の
中
腹
に
池

ず
'
其
長
さ
四
五
米
'
高
n
五

1
米
､
1
の
橋
脚
な
し
'

こ
れ
賓
に
峡
中
の

1
大
奇
桁
に
し
て
'
弧
状
の
長
虹
高

-
雲
際
に
懸
る
に
似
た
タ
､
甲
州
柾
川
の
奇
橋
も
之
に

此
す
る
に
足
ら
ず
'
紳
桔

(
雄
梧
)
以
て
之
に
此
す
べ

-
'
唯
天
然
桔
ね
ら
ざ
る
を
憾
む
の
み
､
究
桔
奇
'
其

環
境
亦
奇
な
-
､
誰
か
舟
橋
の
名
を
示

せ
ん
｡

蛭
淵
O
前
者
よ
-
少
許
の
右
…41
に
在
-
'
こ
れ
亦
水

腔
の
T
人
と
師
=iB
+の
粥
-

一也
と
に
名
あ
少

'
走
rJI.q
C
飴

米
'
如
し
米
'
抹
r
J
三
･
六
米
｡

樫
尾
の
丸
淵
｡
前
者
を
去
る
少
許
左
岸
に
偏
す
､
桝

形
在
る
よ
タ
%T.づ
-
0

江
華
の
大
淵
｡
前
者
を
ム
る
少
許
に
祉
I
t
rJ
れ
亦

流
水
内
炎
の
た
め
深
-
剖
入
る
｡
右
岸
の
岩
代
に
は
斜

に
人
裂
船
級
あ
-
絃
樹
之
を
黙
揺
す
.
略
々
正
方
形
を

な
し
'
並
rJ七
三
米
､
帖

一
三
米
､
粍
rJ
一
六
米
｡

江
華
獄
｡
右
･:1i
に
陀
立
す
､
上
中
は
昔
樹
齢
蒼
'
下

杭
二

舵

?
;i.I

七

六

中
の
;
餌

は
茄
を
張
少
'
水
裡
亦
流
水
..B
蝕
の
奇
形
を

止
む
.
i:!
ru六
〇
飴
米
､
帖
拭

き
伸
二

1
八
米
､
之
に

近
-
汀
畔
の
小
淵
あ
わ
｡

第
二
尊
水
橋
｡
前
者
に
接
し
'
砕
梓
川
右

:.1i
の
懸
谷

上
に
架
設
せ
る
戯
橋
に
て
'
河
申
よ
-
之
を

仰
げ
ば
'

高
-
申
嬢
に
懸
り
批
駆
綿
の
如
し
｡

和
宗
狗
賓
獄
｡
前
潜
を
ム
る
少
許
の
右
岸
に
輩
立
す

第
七
間

和
宗
の
拘
蛮
緑

る
尖
峰
に
て
'
i
l部
に
練
樹
を
起
し
'
下
部
亦
茶
樹
を



袴
と
L
t
中
部
は
白
衣
を
纏
払
美
容
盛
装
､
迄
に
堰
堤

狗
賓
按
は
封
臆
す
｡
之
は
接
し
晴
澄
鋸
の
如
き
小
淵
あ

-
､
優
姿
之
は
映
ず
｡

下
樽
尾
鯨
｡
前
者
よ
わ
少
許
の
左
岸
に
瞳
立
す
｡
断

崖
六
〇
飯
米
､
幅

二

〇
米
を
過
ぐ
､
白
岩
面
の
上
部
は

練
樹

之
を
蔽
ふ
も
､
下
部
は
金
-
裸
出
し
水
涯
保
-
響

入
す
､
其
対
岸
79
亦
練
樹
の
懸
崖
た
み
｡
河
床
流
を
堰

き
僅
淵
滑
水
漫
々
漠
々
紺
碧
藍
の
如
し
､
乙
堅
光
束
淵

と
呼
ぶ
｡
此
は
賓
に
南
方
入
峡
の
異
の
門
戸
に
し
て
'

城
鼎
懸
崖
が
北
方
入
峡
の
異
の
門
戸
た
る
.ほ
対
比
す
べ

し
0和

束
盆
地
｡
前
者
の
霜
-
る
朗
に
在
卓
.
砕
梓
川
及

革
木
川
の
愈
瓢
は
寮
珪
す
る
河
段
丘
は
今
や
田
圃
と
化

し
､
茅
屋
其
中
に
黒
衣
し
四
周
青
山
に
園
恐
れ
て
､
山

間
精
砕
の
別
天
地
を
覆
し
'
迄
は
北
方
の
帝
秤
盆
地
に

対
比
す
｡

梯
屈
曲
峡
の
概
括
｡
雨
盆
地
の
間
は
介
在
す
る
異
峡

に
は
蔑
多
の
絶
勝
を
包
む
｡
首
位
は
あ
る
日
比
窮
の
弘

法
練
は
固
峯
の
白
眉
.
末
位
に
近
さ
和
束
狗
賓
獄
は
尖

備
後
の
名
股
下
帝
樺
峡

峰
の
絶
美
を
な
し
､
其
間
は
楼
尾
獄
懸
崖
の
中
腹
に
光

す
る
第

一
導
水
橋
の
奇
観
を
鼻
す
る
あ
-
'
叉
断
崖
の

下
蔑
多
の
洗
淵
水
痘
を
な
し
情
景
幽
玄
を
極
め
仙
郷
を

夜
す
あ
-
'
小出
に
山
水
の
美
砂
を
基
む
｡
荷
此
曲
峡
に

は
刑
瑚
化
石
の
存
在
を
見
る
｡

下
帯
輝
峡
の
綿
括
｡
堰
堤
和
宗
間
は
概
ね
晃
峡
を
覆

し
'其
中
間
及
峡
尾
は
小
盆
地
を
含
み
で
鼻
化
を
輿

へ
'

又
虞
々
古
城
既
の
崖
頭
は
聾
ゆ
る
あ

き
て
'
宛
ら
欧
洲

ラ
イ
ン
峡
谷
美
に
聾
輯
た
る
も
の
あ
ヵ
､
其
流
水
多
か

ら
ざ
る
は
､
部
で
水
涯
轡
人
語
形
式
の
観
察
と
徒
渉
探

勝
と
は
至
便
を
カ
O
荷
峡
壁
に
は
朗
々
.古
生
代
の
紡
錘

亜
海
官
谷
汲
珊
瑚
化
石
の
存
在
す
る
あ
ら
tで
､
蔑
多
研

究
の
資
料
を
供
す
｡
即
ち
此
下
地
域
は
地
上
蕃

典
峡
幽

淵
.
地
下
美
洞
霜
及
古
生
代
化
石
に
於
で
其
特
色
を
有

し
､
中
地
域
の
帝
秤
地
方
醐
龍
湖
と
相
野
時
L
t
否
之

を
凌
鴛
す
る
も
の
あ
み
て
'
帝
秤
峡
秀
最
の
畳
及
質
の

上
は
於
で
頗
る
重
要
性
を
帯
ぶ
｡
触

る
ほ
名
勝
匿
の
申

地
域
は
紳
龍
湖
鐘
成
の
た
め
'
其
三
分
の
二
を
水
中
は

埋
没
し
て
峡
谷
美
の
異
債
を
減
殺
L
t
僕
に
納
棺
を
中

老

七
七



地

球

節
二
十
二
蓉

心
と
す
る
帝
樺
地
方
の

一
小
筒
域
に
其
鎗
景
を
止

ひ
る

は
過
ぎ
ざ
る
の
現
況
は
照
せ
ば
､
此
下
辞
秤
峡
は
徒
に

国
外
の
勝
景
に
し
て
放
置
す
べ
き
は
あ
ら
す
p

一
日
も

早
-
図
家
の
公
誠
に
よ
り
名
勝
笹
は
編
入
し
帝
揮
峡
石

衣
岩
峡
谷
自
然
美
の
鼻
債
を
周
知
せ
し
め
､
此
景
観
の

保
存
を
望
む
rJ
と
切
改
み
｡

参

考

国

苗

参
謎
本
部
五
鵜
分
の
ー
地
形
閲

(
･ほ
原
新
見
上
下
油
木
間
隔
)
地
質

調
査
併
地
質
周

(
Lil
i
i原
間
隔
及
同
耽
明
啓
)

山
際
中
火
水
曜
株
式
骨
虻
の
根
粒
設
計
問
'
節

1
節
二
導
水
橋
凝
跳
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史
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縦
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と
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部

久
岡
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村
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政
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解
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査
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版

1
三
九
許

鮮

1
批
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光
東
田
芝
協
調
骨
敢
行

四
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定
偶
四
〇
蟻

本
部
は
山
形
喋
下
の
唯

1
の
島
､
飽
海
郡
飛
鳥
を
漁
村
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し
て
見
た

記
錐
で
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協
嗣
骨
賊
託
官
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産
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の
軌
範
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か
1
る
も
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で
あ
る
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的
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杜
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三
部
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分
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て
観
察
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て

あ
る
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之
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迫
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す
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勝
緯
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浦
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法
木
の
大
串
に
分
か
れ
た
飛
島

村
が
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か
に
漁
業
と
い
ふ

1
つ
の
企
業
の
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め
に
大
字
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関
に
隔
り
が

;
雑
て
ゐ
る
か
と
い
ふ
こ
と
が
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は
れ
る
O
虫
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る
多
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の
紀
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と
現
状
と
が
問
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さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
人
文
地
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駿
の
材
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と
す
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足
り
る
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大
京
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冊
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著
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愛
郷
心
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え
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､
こ
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島
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あ
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俗
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評
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に
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訳
さ
れ
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O
悲
し
加
西
約
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盟
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餌
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横
八
方
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た
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史
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あ
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文

化
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升
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槻
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)
な
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1
い
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牌
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追
風
が
､

こ
の
島
に
あ
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同
時
に
､
そ
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筆
者
幼
時
の
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故
の
勉
犀
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思
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し
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追
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金
閣
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